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～認知症サポーターはどれくらいいるのか～

+ 認知症サポーター

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を

温かい目で見守る支援者として、自分が出来る範囲で活動する。

全国 １6，533,228人（昨年比＋551，145人）

秋田県  １38,354人（昨年比＋3,023人）

秋田市 31，380人(昨年比＋1,366人)

（令和７年９月３０日時点）

+ 秋田市の人口が２９2，587人なので、約10人に1人が認知症サポーターです。



認知症サポーターとつながるにはどうしたらいいか？

〇認知症サポーター養成講座を受講した際の過去の

 アンケートの掘り起こし

〇圏域の実態把握

〇圏域ごとに認知症サポーターの名簿を作成



認知症サポーターとつながるにはどうしたらいいか？

〇西部圏域、中央圏域の先進的な取り組みを教えて

いただく

〇全国の取り組みを情報収集する



北部的認知症サポーター交流会

〇 サポーターから「〇〇をやりたい」という声が出てくればいいな

〇 小さくても続けられる会になったらいいな

〇 新しい認知症観や当事者の声を伝える場になったらいいな



～認知症の人とともに

認知症サポーターとして何かやってみたい
と思うことを実現できる場に～



共生社会の実現を推進するための

認知症基本法施行R6.1.1
～認知症施策推進基本計画～

＋ 「新しい認知症観」に立つ

＋ 自分事として考える
+ 認知症の人等の参画・対話

＋ 多様な主体の連携・協同



古い認知症観 新しい認知症観

⓵わがごと、向き合う、備える

⓶わかること、できることが豊富にある

⓷本人は声を出せる/声を聞く

⓸本人が一番困っている
本人なりの意味がある

⑤あたりまえごと（人権）重視
自由と安全のバランス

⑥本人が決める（決められるように支援）

⑦本人は支え手でもある。支え-支えられる関係

⑧認知症でも自分は自分、オープンに

⑨地域の一員として暮らし、活躍

⑩楽しい、のびのび、あきらめずに、希望を

⓵他人ごと、目をそらす、先送り

⓶認知症だと何もわからない、できなくなる

⓷本人は話せない/声を聞かない

⓸おかしな言動で周りが困る

⑤危険重視

⑥周囲が決める

⑦本人は支援される一方

⑧認知症は恥ずかしい、隠す

⑨地域で暮らすのは無理

⑩暗い、萎縮、あきらめ、絶望的

（他人ごと、問題重視、疎外、絶望） （わがこと、可能性重視、ともに、希望）



認知症とともに生きる希望宣言

１．自分自身がとらわれている 常識の
殻を破り、前を向いて生きていきます。

２．自分の力を活かして、大切にしたい
暮らしを続け、社会の一員として、楽し
みながらチャレンジしていきます。

３．私たち本人同士が、出会い、つなが
り、生きる力をわき立たせ、元気に暮ら
していきます。

４．自分の思いや希望を伝えながら、味
方になってくれる人たちを、身近なまち
で見つけ、一緒に歩んでいきます。

５．認知症とともに生きている体験や工
夫を活かし、暮らしやすいわがまちを、
一緒につくっていきます。



認知症サポーター交流会 プレ R7.2.21（金）
□新しい認知症観
□当事者の声の紹介
□情報交換



認知症サポーター交流会

第１回目R7.4.19（金）
□認知症カフェについて知ろう
□認知症サポーターとしてやっ
てみたいことについて情報交換



認知症サポーター交流会

第２回目R7.６.18（水）
□認知症サポーターのみなさ
んに知ってほしい！薬局ででき
るサポートについて
□スーパー利用時の困りごと
について情報交換



俺は認知症と医者に言われ
たが、まだできることがたく
さんある。尺八と民謡なら
誰にも負けない。

第１回目認知症サポーター交流会からつながった

相染新町町内会 R7.6月



認知症サポーター交流会

第３回目R7.８.２２（金）
□認知症と共に生きる希望宣言
のご紹介
□認知症普及映画「やさしく」
の意味 視聴
□９月の認知症月間に向けて、
しおり作り



認知症サポーター交流会

第４回目R7.１０.３（金）
□小規模多機能型居宅介護に
ついて
□認知症に関する県・市政広
報番組視聴
□移送支援について情報交換



認知症サポーター交流会
第５回目R7.１２.１０（金）
□家族の声
～当事者と家族の
気持ち～

分からなくなる事が
分かる分辛いと思う。
涙もろくなり、泣い
ている時もある。

また、来年見
に行こうと
思っている。
来年！



１．家族一人ひとりの尊厳と人権が尊重されること

２．家族がともに安心して暮らせる社会の実現を保証すること

３．家族が必要な支援を受けられること

４．社会全体で支え合うこと

５．家族の経験が社会でいかされること



認知症サポーターとのつながり

認知症サポーターとしての活躍の場

R7.９.１２
市民向け認知症サポーター養成講座
寸劇披露

R7.１０.１７
聞こえとからだの健康度チェック
ボランティア



認知症サポーターステップアップ講座： １０月３１日セリオンにて



人前に行き話をすると
楽しい！

家に閉じこもっていては
ダメ。人中にいて何でも
話したりすれば、大して

いいね！



認知症の人とともに
～誰かのために～がカタチになる



ステップアップ講座から将軍野双葉の会につながる
～みんなで盛り上げよう～装飾準備編



～民謡と尺八を楽しむ会～
１１月２６日（水）二葉会館



まとめ

+楽しく、新しい認知症観を広めることができた。

+職域サポーターの方から、専門職としてできることについて

お話しいただき、勉強になった。

+そして勉強したことや、新たな出会いを各地域に持ち帰り、

家族、友人、サロンに還元することができた。

+ 「移送」の問題が認知症の方がやりたいことを実現すること

のハードルになっていると感じる。



認知症の方がやりたいことができるために



ご清聴ありがとうございました
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